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対象とする問題の概要 
ベトナム共産党政府は、インドシナ戦争当初から、革命、戦争が独立に不可欠かつ正当な行為である

と、国内外に宣伝活動を行ってきた。1953 年 3 月 15 日、ホー・チ・ミン主席の命令書に基づき、発足

した国営映画会社も例外ではなく、「政府の政策のプロパガンダ」「ベトナム軍と人民の戦績、英雄的な

闘いを賞賛」する任務を担ってきた。以降、ベトナム戦争、中越戦争、カンボジア内戦を通じ、侵略者

に対して、団結して戦う国民の姿を描いた、プロパガンダ映画が政府主導で数多く制作された。しかし、

1987 年ドイモイ（刷新）政策導入を境に、プロパガンダ映画に反発し、国を指導した共産党、革命、社

会主義に違和感を表明した、ベトナム版ニューシネマが徐々に制作される。2002年に入り、政府が民間

映画会社の設立をしぶしぶ許可、軟化したとはいえ、依然として政府は検閲を通し、映画を管理してい

るため、映画制作者は、不自由な創作環境に置かれている。 

 

研究目的 

本研究の目的は、ベトナム民主共和国および社会主義共和国制作の劇映画を通じ、革命と戦争のイメ

ージを比較分析することで、以下の問いを明らかにすることにある。①プロパガンダ映画の誇張表現（ブ

ロット、ステレオタイプなど）に著目し、共産党政府が革命、戦争に関する国民レベルの「集合的記憶」

を創出することで、ナショナル・アイデンティティーを形成する際、強調された記憶、隠蔽された記憶

は何か？ ②1987 年ドイモイ以降のニューシネマに著目し、政府公認の国民的記憶に対して、映画制作

者側はいかに反発したのか？ ③2000 年以降、風化し、忘却されていく革命、戦争の記憶に対し、観客

に想起を促すための映画をめぐって、共産党の「公式」な歴史解釈に基づく過去の記念・顕彰（コメモ

レイション）を進める政府側と映画制作者の間の妥協点、対立点は何か？ そのうえで、従来のアメリ

カ寄りのベトナム戦争研究に、ベトナム側の視点の導入を目指す。 
 
フィールドワークから得られた知見について 
 今回の調査で、1976 年統一以前の映画に関する文字資料を多数入手できたことにより、ベトナム民主

共和国初期の映画製作に関する教科書は、ソ連、中国、北朝鮮からの翻訳が中心であり、当時、上映さ

れていたフィルムも、ベトナム国産フィルム以上に、ソ連、中国、北朝鮮、さらに東欧諸国などの社会

主義国から輸入フィルムのほうが多かった史実がわかり、北ベトナムの映画は社会主義国の映画の影響



のもとで成立したことを再確認した。 
フィルムアーカイブで、現在までの革命、戦争映画を調査することで、先行研究にほぼ言及されてこ

なかった、中越戦争、カンボジア内戦に関する戦争映画が存在し、1975 年サイゴン解放以降の戦争に関

するプロパガンダ映画が制作され続けたこと、時代ともに、戦争映画の数は減少するものの、ドイモイ

以降にデビューした若い監督（1950、60 年代生まれ）も、戦争を題材とした映画を制作している史実を

確認できた。つまり、ベトナム映画全体に占める戦争映画の割合の高さは、1976 年以降も、引き続き戦

争に巻き込まれたベトナムの歴史との関係性が推測できた。一方、戦争映画と比較すると、革命映画の

数は極端に減少していたので、博士論文では、革命映画に触れず、戦争映画に絞って、掘り下げて考察

する必要を感じた。 
戦争映画と映画祭授賞式関連の資料を付き合わせると、時代を経るごとに、集団での戦場シーンが減

り、ベトナム社会主義国＝勝者という国民的記憶は薄れて、むしろ、亡くなった家族、友人を追悼する

シーンを持つ、戦争被害者としての個人的体験に焦点を当てるフィルムが、国内で評価される傾向がう

かがえた。その一方、2000 年以降、政府は社会主義国に留学した旧世代の監督に、政治的任務や国民的

記念日用に、戦争の勝利を記念・顕彰する（コメモレイション）映画制作を発注し、劇映画の一般的な

制作費の 10 倍にあたる、多額の制作費を支給してきた事実もわかった。 
 
今後の展開・反省点 
反省点として、①映画関連情報を事前確認せずに、調査予定を立ててしまい、12 月ハノイに滞在した

ため、ホーチミンで開催された、第 16 回ベトナム映画祭に参加できなかったこと。②ホーチミンのフ

ィルムアーカイブ同様に、ハノイのアーカイブでも簡単にビデオ、DVD を見ることができると自分勝

手に思い込み、実際、訪問したら、利用許可がなかなか下りず、難儀したこと。③ハノイのビデオライ

ブリーが建設中とは知らず、職員が普通に働いているオフィスで映像資料を観なければならなかったこ

と。いすれにせよ、事前確認の重要性を痛感した。もっとも、許可が下りない間、アーカイブのまわり

を、所在がなく、ウロウロしていたおかげで、心ある職員の人たちから同情され、親しくしてもらった

結果、ベトナム映画関連の文字資料を多数入手することにつながった。この想定外、偶然性こそ、フィ

ールドワークの醍醐味だと考えつつも、博士論文は計画的に完成したい。 
 

 

１）ホーチミン市フィルムアーカイブ 
 



 

２）抗米戦争時代(1965-1975)の映画の回顧上映会ポスター 
 

 

 ３）2010 年度「ベトナム映画の日」上映イベントのチラシ 
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